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１．バイオマス産業都市の二次選定地域

 

北海道釧路市

宮城県南三陸町

静岡県浜松市

三重県津市

北海道興部町
おこっぺ ちょう

はま まつ し

みなみさんりく ちょう

岡山県西粟倉村
にし あわ くら そん

島根県奥出雲町
・木質ペレット・炭材
（林地残材等）

・木質バイオマス熱利用
（林地残材等）

つ し

・バイオガス発電・熱利用
（家畜排せつ物、食品・水産系廃棄物）
・木質バイオマス発電、ペレット（林地残材等）
・バイオディーゼル（廃食用油）

・バイオガス発電・熱利用 （食品廃棄物、下水汚泥）
・木質ペレット（林地残材等）

・木質バイオマス発電・熱利用（間伐材等）
・バイオガス発電（食品廃棄物、下水汚泥）

・木質バイオマス発電・熱利用（林地残材等）
・バイオガス発電・熱利用、固形燃料化
（有機性汚泥・食品廃棄物）
・固形燃料化（間伐材、下水汚泥等）

・バイオガス発電
（家畜排せつ物、食品・水産系廃棄物）
・木質バイオマス発電（林地残材）

岡山県真庭市
・木質バイオマス発電（林地残材等）
・バイオディーゼル（廃食用油等）
・堆肥化（食品廃棄物等）

くし ろ し

ま にわ し

おく いずも ちょう
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釧路市バイオマス産業都市構想の概要
北海道釧路市、人口 約18.1万人、面積 約13.6万ha

農業・林業・水産業の１次産業に加え、製造業や港湾、都市機能をコンパクトに備えた地域特性を活かし、
家畜排せつ物、食品加工残さ・水産加工残さ、林地残材・製材工場等残材などの地域バイオマスの総動員・
多段階（カスケード）利用による循環型社会を目指す。

①バイオマス資源の最適な多段階（カスケード）利用による持続可

能な循環型社会の実現

②地域内産業の有機的連携による新たな雇用創出と産業の活

性化

③化石燃料の省エネ・減エネによる低炭素社会の実現

１．将来像

①バイオマスエネルギー利用率：家畜排せつ物1250％※、
食品廃棄物92.9％、建設発生木材10.8％、下水汚泥100％、
黒液100％、製材工場等残材97.1％、林地残材9.1％
※H22当時のエネルギー向け想定目標量を上回る量を利用

②バイオマスエネルギー量： 135,600万MJ

３．目標（10年後）

①家畜排泄物を主原料とするメタン発酵施設の整備・運営
・大規模発電・熱利用システム
・地域調和型エネルギーシステム（小規模オンサイト型プラントの
設置）
②チップボイラー発電事業
③林地残材のペレット化事業
④溶解パルプ製造時の酸加水分解液の高度利用
⑤廃食用油のBDF化の拡充

２．事業化プロジェクト

①温室効果ガスの排出量削減とエネルギー自給率の向上：
91,800t-CO2/年

②エネルギー自給率：4.5％
③資源の有効活用と環境保全
④雇用拡大・地域の活性化
⑤安全・安心な農産物生産への寄与
⑥関連産業の創出規模：209百万円

４．地域波及効果

構想の概要

・釧路市と阿寒農業協同組合を中心として推進。
・進捗状況の評価は、有識者等の意見を聴きながら、市が主体的に
実施

５．実施体制

・釧路市総合計画（H20）
・釧路市環境基本計画（H23）
・釧路市地球温暖化対策地域推進計画（H23）
・釧路市地域エネルギービジョン（H22）

６．その他

2２．選定地域の構想の概要
くし ろ し
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①バイオガスプラントの新設（３基）
・発電、熱利用、液肥利用、再生敷料生産
②既存のバイオガスプラントの利用促進(１基)
・バイオガスとBDFとの混焼発電の促進
③域内の林地残材を紋別市の木質バイオマス発電所へ供給

興部町バイオマス産業都市構想の概要
北海道興部町、 人口 約0.4万人、面積 約3.6万ha

家畜排せつ物を中心としたバイオガス産業クラスターの構築により、悪臭の低減・水環境の改善など地域環
境との調和と新たな産業の創出を目指す。

①農林水産バイオマスの利用によるまちづくり
②新たな産業の創造
③地元農業者が信頼するバイオマス事業～消化液の活用
による新たな酪農業の展開
④社会システムの変革に耐えられるバイオマス産業の構築

１．将来像

①バイオマス利用量：乳牛排せつ物52,925t/年、
生ごみ256t/年、BDF21,600L/年

②その他のバイオマス利用：肉牛排せつ物13,420t/年の堆
肥化、水産系廃棄物1,216tの堆肥化・飼料化（現状を維
持）

３．目標(10年後)

２．事業化プロジェクト

構想の概要

・興部町役場内に「庁内バイオマス事業推進委員会」を設
置し実施管理を行うとともに、有識者等からなる「フォロー
アップ委員会」を設置し、進捗状況を評価

５．実施体制

・第五期興部町総合計画後期基本計画（H25）
・興部町バイオマスタウン構想（H23）

６．その他

①再生可能エネルギーの調達量：4,507Mwh/年
②経済波及効果：8,600万円/年（直接効果6,400万円/年、一次波及効
果1,300万円/年、二次波及効果900万円/年）
③温室効果ガス削減： 2,186 t-CO2/年
④その他：臭気軽減、水質汚染防止、バイオガスプラントの観光コンテンツ
化等

４．地域波及効果

お こ っ ぺ ちょう 4
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南三陸町バイオマス産業都市構想の概要
宮城県南三陸町、人口 約1.5万人、面積 約1.6万ha

震災による甚大な被害の中で、「バイオガス事業」と「木質ペレット事業」を軸に、森里海街の資源ポテンシャ
ルを活かした産業振興と災害に強いまちづくりによる創造的復興を目指す。

①災害に強いまちづくり

②森里海街の資源ポテンシャルを生かした産業振興・雇用創

出

③バイオマス資源の収集から製造・利用まで一貫した自立分

散型社会システムの構築

④ＰＰＰ（官民連携）による地域の社会的課題の解決

１．将来像

①バイオマス利用率
し尿：100%、合併浄化槽汚泥：100%、生ごみ：90%、
有機系廃棄物（産廃）：100%、製材工場等残材：100%、
椎茸廃菌床：100%、林地残材：46%
②再生可能エネルギーの生産量
バイオガス：17万m3／年
木質ペレット：1千トン／年

３．目標（10年後）

①バイオガス事業

・生ごみ、し尿・合併浄化槽汚泥等を活用したバイオガス発電・熱利

用と副産物の液肥利用

②木質ペレット事業

・林地残材、製材工場等残材等を活用したペレットを製造し、公共施

設及び一般家庭で熱利用

③①、②の事業と連携した様々な派生事業（藻類餌化事業（銀ザケ

の餌に活用）、薬草事業等）

２．事業化プロジェクト

①産業創出：9～10億円
②雇用創出：90～110人
③地域エネルギー創出：約600世帯相当
④ごみ処理施設の財政負担削減：約1億円／年
⑤温室効果ガス削減：1,873 t-CO2/年

４．地域波及効果

構想の概要

・南三陸町、南三陸森林組合、南三陸農業協同組合が中心

となって実施管理を行うとともに、有識者等からなる「南三陸

町バイオマス産業都市評価委員会（仮称）」を立ち上げ、進

捗状況を評価

５．実施体制

・南三陸町震災復興計画（H23）

・南三陸町環境基本計画（H22）

６．その他

みなみ さん りく ちょう 6
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浜松市バイオマス産業都市構想の概要
静岡県浜松市、人口 約81.2万人、面積 約15.6万ha

はま まつ し

①エネルギー自給率の向上と防災機能の強化

②先進的かつ経済的なバイオマス循環利活用モデルの構築

③バイオマス利用によるエネルギーに対する不安のない強靱

な社会を実現

１．将来像

①バイオマス活用量
※（ ）は現状
間伐材：116,840t（56,000t）
事業系生ごみ： 19,800t（0t）
下水汚泥：7,938t（1,368t）

３．目標（10年後）

①木質バイオマス発電プロジェクト

・未利用材を中心にしたバイオマス発電

②木質バイオマス熱電併給プロジェクト

・未利用材を中心にした小型のガス化発電

③生ごみバイオマス発電プロジェクト

・生ごみ（一般廃棄物）を中心にしたガス発電

④下水汚泥バイオマス発電プロジェクト

・下水汚泥をメタン化し、燃料電池を利用した発電

２．事業化プロジェクト

①エネルギー安定確保（バイオマス発電による発電量）：
49,191MWh/年

②温室効果ガス削減：25,481 t-CO2/年
③雇用創出：24 人
④産業創出：14 億8,830 万円

４．地域波及効果

・事業化プロジェクト毎にプロジェクトチームを設置するとともに、進捗管

理・フォローアップ、評価・助言を行うため、全庁的な組織からなる「浜

松市エネルギー推進本部」及び有識者等からなる「浜松市エネル

ギー政策推進会議」を設置

５．実施体制

・浜松市バイオマス活用推進計画（H25）

・浜松市エネルギービジョン（H25）

・はままつ産業イノベーション構想（H23）

６．その他

広大な市域を対象に、３つのバイオマス（未利用木材、生ごみ、下水汚泥）と４つの事業化プロジェクトを核と
した経済的な循環利活用モデルを構築することで、バイオマスのエネルギー利用と関連産業の活性化を両輪
とした「エネルギーに対する不安のない強靱な社会」の実現を目指す。

構想の概要

8
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津市バイオマス産業都市構想の概要
三重県津市、人口 約28.6万人、面積 約7.1万ha

域内の３つのゾーン（都市、農住、自然環境共生）から発生する未利用・廃棄物系バイオマス（木質系、食
品廃棄物、下水汚泥）と４つの事業化プロジェクトを組み合わせ、クリーンエネルギー産業と雇用の創出を図り、
環境にやさしく住みよいまちを目指す。

①市民の環境意識向上
～環境に優しく住み良いまち・津～

②山・川・海・都市の連携と雇用創出
～産業活力溢れるまち・津～

③森林産業の活性化・雇用拡大
～自然を護り、災害に強いまち・津～

④関連産業の誘致・集積へ
～クリーンエネルギー産業の集うまち・津～

１．将来像

【平成34年度のバイオマス利用率（炭素換算量）】
①廃棄物系：85%(現 66%)

うち食品系廃棄物：55%(現42%)
②未利用：25%(現15%)

うち間伐材：35%(現31%)

３．目標

①木質バイオマス発電プロジェクト
・林地残材等（補完燃料として輸入バイオマスを含む）を用いた発電
②食品系廃棄物活用プロジェクト
・有機性汚泥、食品系廃棄物の固形燃料化・バイオガス化
③木質バイオマスの固形燃料化プロジェクト
・間伐材等を原料とした固形燃料化
④汚泥の固形燃料化プロジェクト
・汚泥（下水・し尿）を原料とした固形燃料化

２．事業化プロジェクト

①経済波及効果：729.8億円
②新規雇用創出効果：96人
③再生可能エネルギー生産量
・電気：158,000Mwh/年
・熱：268,000GJ/年

④温室効果ガス削減：89,500t-CO2/年
⑤森林の保全等

４．地域波及効果

構想の概要

・市が主体となった「バイオマス産業化推進チーム（仮称）」が
事業化プロジェクトの進行管理・点検評価

・市環境審議会や環境基本計画推進市民委員会等から指
導・助言

５．実施体制

・津市総合計画後期基本計画（H25）
・津市環境基本計画（H20）
・津市地域新エネルギービジョン（H19）

６．その他

つ し 10
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奥出雲町バイオマス産業都市構想の概要
島根県奥出雲町、人口 約1.4万人、面積 3.7万ha

林地残材率が約４割という課題に対し、「森林の適正伐採」と「伐採物の有効利用率の向上」の両立に向か
う日本の中山間地の林業振興の見本として貢献できるまちづくりを目指す。

①環境保全への森林の機能を高く保持

②地域振興に貢献

③森林・林業と需要を結びつける方策を提示

④日本の中山間地の振興の見本を提示

１．将来像

①木材収集：60,000t/年

②燃焼用チップ生産：4,500t、加熱処理品：14,000t

３．目標（10年後）

①森林計画・作業路整備

②木質の収集作業

③集積・加工場の整備

④商品開拓

⑤森林の監視

２．事業化プロジェクト

①林地残材の利用向上：1,700tから37,110tへ

②雇用の創出：136名以上

③産業の創出

・作業路整備：40百万円/年

・伐採搬出：48百万円/年

・加工センター：90百万円/年

④温室効果ガス削減：1,200 t-CO2/年

４．地域波及効果

構想の概要

・奥出雲町と奥出雲森林総合活用協議会が中心となって

推進するとともに、進捗状況を外部評価委員会が点検・

評価

５．実施体制

・奥出雲町総合計画（H23）

・奥出雲町バイオマスタウン構想（H23）

６．その他

おく い ず も ちょう 12
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真庭市バイオマス産業都市構想の概要
岡山県真庭市、人口 約4.9万人、面積 約8.3万ha

「自然」、「連携」、「交流」、「循環」、「協働」の５つのキーワードを掲げ、木質バイオマスの利活用を核として、
豊富で多様なバイオマスのマテリアル・エネルギー利用、バイオマス産業観光・学習推進による地域ブランドの
向上などを目指す。

①森林吸収量が排出した温室効果ガスを上回るバイオマス

産業都市の推進

②省エネルギー施策の推進

③新・自然エネルギーの導入

④推進エンジン（母体）の構築

１．将来像

①バイオマス利用量：349,000t/年
②原油換算エネルギー量：113,000kL/年

３．目標（10年後）

①真庭バイオマス発電事業

・未利用木材を主原料とした大規模発電

（10,000kW、2万2千世帯相当）

②木質バイオマスファイナリー事業

・「真庭バイオマスラボ」を中心とした木質バイオマスの高付加価値化

技術の研究開発

③有機廃棄物資源化事業

・生ごみ肥料化、BDF製造等

④産業観光拡大事業

・バイオマスツアー等の実施

２．事業化プロジェクト

①温室効果ガス削減：299,000 t-CO2/年
②雇用創出：250人/年
③経済直接効果
・バイオマス発電：約13億円/年
・木質バイオマスリファイナリー：約8億円/年
④産業観光の拡大：3,000人/年

４．地域波及効果

構想の概要

・「真庭バイオマス産業杜市推進協議会」（方針決定・点検評価）の下

に、プロジェクト遂行のための「事業推進本部」とプロジェクト毎に「事業

者連絡会議」を設置するとともに、有識者等からなるアドバイザリーグ

ループが専門的な指導

５．実施体制

・真庭市バイオマス利活用計画（H17）

・真庭市バイオマスタウン構想（H17）

６．その他

ま にわ し 14



目指すべき将来像

「自然」、「連携」、「交流」、「循環」、
「協働」の５つのキーワードを踏まえ、4つ
のプロジェクトを重点的に展開し、多様な
事業の連携・推進により「真庭バイオマス
産業杜市」を目指す。

市民、事業者、行政
が相互に理解・協力

地域概況・バイオマス量

資源発生量 資源利用量 利用率
t/年 t/年 87.4%

( 67,835 tc/年) ( 62,845 tc/年) 92.6%
t/年 t/年 27.4%

( 20,141 tc/年) ( 6,752 tc/年) 33.5%
t/年 t/年 70.1%

( 87,977 tc/年) ( 69,597 tc/年) 79.1%

廃棄物系

未利用系

合　　計

243,591278,748

113,069

391,817 274,593

31,001

バイオマス資源発生量・利用量

岡山県の北部中央に位置
面積：828km２（林野が約652km２（79.2％））
特徴：ヒノキの産地として発展し、林業・木

材産業が盛ん。木質バイオマスの利活用
を中心に様々なバイオマス利活用を推進
している。

真庭市の概要

４プロジェクト

① 真庭バイオマス発電事業

② 木質バイオマスリファイナリー事業

③ 有機廃棄物資源化事業

④ 産業観光拡大事業

目標

項目 推計値

目標バイオマス利用量 約 349,000 t/年

換算エネルギー量 約 4,316,000 GJ/年

原油代替量 約 113,000 kL/年

CO2削減効果 約 299,000 t-CO2/年

雇用効果 約 250 人/年

波及効果

新たな関連産業の創出
→ 新たな雇用創出

バイオマス利用量の増大
→ 化石燃料の代替

→ エネルギー自給率の向上
→ 地域内経済循環の増大
→ 地域産業全体の活性化

CO2削減効果の増大
→ 地球温暖化防止への貢献

バイオマス関連集客数の増加
→ 真庭地域の観光振興

→ 裾野の広い産業振興
その他、地域産業の活性化、森林機能の回復、専門
技術の蓄積、人材育成、環境教育、定住・交流促進
など多彩な効果

地域力の向上

① 真庭バイオマス発電事業

地域関係者の連携の下、平成27年度の運転開始に
向け、大規模バイオマス発電事業が推進中。
発電事業の新会社が設立済み。施設建設に併せ、

燃料収集・供給体制等の整備も推進中。

発電規模 ：10,000kW（2万2千世帯分に相当）
年間出力 ：79,200MWh（24時間運転330日稼動）
利用燃料 ：木質バイオマス 148,000t/年

うち、未利用木材 90,000t/年
一般木材 58,000t/年

事業費 ：約41億円
売上見込み：約21億円
建設場所 ：真庭産業団地

② 木質バイオマスリファイナリー事業

木質バイオマスのフル活用方策を検討し、高付加
価値な新素材等の研究開発を行い、地域内での新産
業の創出を目指す。

利用素材 可能性用途 期待価格・生産量
セルロース 塗料添加剤 5万円/kg

10～50ｔ/年
消臭剤 10万円/Kg

1～５ｔ/年
メディカル分野 5万円/Kg

1～５ｔ/年
リグニン 新素材 5万円/Kg

10～50ｔ/年
木粉 樹脂添加剤 200～300円/kg

1,000～10,000ｔ/年
樹脂添加剤等 50～100円/kg

100～300ｔ/年

③ 有機廃棄物資源化事業

ＢＤＦ用廃食用油の回収エリア拡大・ＢＤＦ製造設備増
強を図るとともに、市民等の協力により、生ゴミ等を分別
収集し、有機廃棄物総合資源化による、ゴミの減量化・廃
棄物処理システムの開発を目指す。

④ 産業観光拡大事業

（一社）真庭観光連盟が「バイオマスツアー真
庭」を実施中。年間2,000人を超える集客。
①～③の事業推進により、コースメニュー拡大、

その他新規事業への波及等により、関連産業の活性
化、雇用の拡大を図る。

集客目標： 2,500人 ⇒ 3,000人
売上 ： 2,000万円 ⇒ 2,500万円
宿泊者数： 1,000人 ⇒ 1,500人
宿泊率 ： 40％ ⇒ 50％

平成24年度実績 平成27年度目標

15



①林業システム革新
・百年の森林事業の継続的な実施等
②木材流通システム革新
・ICT「百年の森林創造情報システム」の機能拡張等
③小規模分散型再生可能エネルギー供給システムの整備
・熱供給システムの導入等
④都市圏との交流人口拡大に向けた体験観光・環境教育事業など
地域産業振興

西粟倉村バイオマス産業都市構想の概要
岡山県西粟倉村、人口 約0.15万人、面積約0.6万ha

「百年の森林事業」（平成20年度から実施）に基づく森林整備（川上）と流通管理（川下）の一元管理の下、
未利用材などの森林バイオマスの熱利用を基軸に小水力・太陽光発電と組み合わせ、エネルギー自給100％
の地域づくりを目指す。

①林業システム革新

②木材流通システム革新

③小規模分散型再生可能エネルギー供給システムの

整備

④都市圏との交流人口拡大に向けた体験観光・環境

教育事業など地域産業振興

１．将来像

①私有材管理協定締結面積：3,580ha（現 993ha）

②間伐実施面積：2,400ha（現 770ha）

③木質バイオマス利用量：5,000m3（現 250 m3）

３．目標(10年後)

２．事業化プロジェクト

構想の概要

・既存の「百年の森林事業検討会」や「環境モデル都市実

務担当者連絡会議」の場を活用し、構想を推進。進捗状

況の点検・評価は、有識者等からなる「西粟倉低炭素地

域づくり検討協議会」が実施

５．実施体制

・西粟倉村新エネルギービジョン（H17）
・第5次西粟倉村総合振興計画（H24）
・環境モデル都市選定（H25）

６．その他

①燃料コストの削減：10,000千円/年
②温室効果ガス削減：1,600 t-CO2/年
③雇用の創出：105名（現50名）
④観光客の増加：3,500名（現1,400名）
⑤環境教育プログラム利用者の増加：500名（現0名）

４．地域波及効果

にし あわ くら そん 16



17


